
昭和40～50年代の急激な人口増

に対応するため造られた施設は老朽

化が進んでいます。

オリンピック関連施設も築20年

が経過しました。

７月26日（金）更北公民館多目的ホールで、地区の皆さまにお集まりいただき「人口減少社会

における公共施設について考える」懇談会を開催し、ご意見をお聴きしました（裏面をご覧くださ

い）。開催にあたりご協力いただきました関係者の

皆さま、ありがとうございました。

「人口減少社会における公共施設について考える」

更北地区 市民との懇談会を開催しました。

令和元年８月発行

回
覧

長野市は、オリンピック関連施

設などもあり、全国的に見ても公

共施設を多く保有しています。

築30年以上経過の老朽化施設が約２分の１

市民一人当たりの床面積は 中核市平均の1.3倍
建物の改修・更新費用は

40年間で約4,000億円

「公共施設マネジメント」の推進

「公共施設等総合管理計画」 平成29年３月策定

基本理念：「将来世代に負担を先送りすることなく、より良い資産を次世代に引き継いでいく」

◆施設を複合化、多機能化しながら、施設全体の床面積を20年間で20％縮減を目指します。

◆計画的な点検・改修による施設の長寿命化を図ります。

◆施設分野ごとに今後10年間の具体的な対策を定めます。

◆個々の施設の維持保全や更新、統廃合などの具体的な対応方針を示します。

「個別施設計画」 令和２年度までに策定します！

築30年以上は
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計画策定にあたり、各地区で懇談会や
ワークショップを開催しています！

説明会当日の資料は、市ホーム
ページに掲載していますので、
こちらもご覧ください。

懇談会では「なぜ公共施設マネジメントに取り組むのか」などについて、市から説明しました。

当日説明した内容のポイントをご紹介します。

老朽化施設を改修・更新する

ための費用は、過去５年間と比

べると年平均で約1.8倍の予算

が必要となります。

人口減少や少子高齢化に伴い、

今後も社会保障関連経費の増加

や税収の減少が見込まれる中、

将来にわたり全ての施設を維持

していくことは、

困難な状況です。
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◆公用車は土日には必ず止まったままになっており、オンデマンドタクシーとして利用できるよ
うな仕組みを考えてもらえるのも、公共施設マネジメント推進課の仕事に含まれるか。
⇒地域の中で要望があれば、別途支所を通じてご相談いただきたい。

◆道路側溝は安全性のため蓋をしているので、地域住民が手を出しにくく、大雨が降ったときく
らいしか水が流れない。豪雨等の際に、本当に役に立ったのか不安があるので、そういう時に
機能するよう公共施設マネジメント推進課で考えていただけるのか。
⇒行政だけで、全ての側溝は清掃できないため、地域の皆様の力をお借りしているのが実態。
様々な用水・側溝があるので具体の相談は、別途支所にお願いしたい。

◆これから新しく整備するのは「複合施設」というのは理解できる。だんだん高齢化してきてい
るので、できれば元気があるうちにそういう複合施設を見たいという思いがある。

懇談会終了後 参加者アンケート結果 （出席者99名 回答者46名）

再編・再配置にあたっては、今回の懇談会などでいただいたご意見等も参考に、地域の皆さま

や、広く市民の皆さまのご意見をお聴きしながら協議を重ねてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。

公共施設マネジメントに対するご意見、
ご要望などは、右記お問い合わせ先まで
お寄せください。
出前講座もやっています！

【お問い合わせ先】
公共施設マネジメント推進課

電話：２２４－７５９２
更北支所 電話：２８５－２００１

◆人口減少は避けられない。現状の諸施設の維持は財源的にも無理。思い切った統合または廃止
が不可欠と思う。大きな問題で、これからの対応が難しい時代となってしまった。

◆学校を高齢者向けのコミュニティとして利用できないか。小学校と保育園を１つにする。

◆施設利用料をとらないことが多いが、わずかでもいただいて財源とすることが必要。

◆官民一体となったプロジェクトを組織的・計画的に進めてほしい。また、その内容・情報を市
民へ定期的に開示して欲しい（市の資産運用を計画的に検討を）。

◆博物館への小学校の社会科見学を全県から来館するようにＰＲすべきと考える。

◆施設にかかる費用と利用度（効果）を示し、関係する地区に理解を求めてはいかがか。

◆段階的将来ビジョンをつくって指針となる考え方を共有することが大切と考える。

◆市・県との管理（新設も含め）の中で行政の横の連絡調整が重要になってくるのではないか。

◆空き家が多くなっているが、家屋と土地を借用して活用できないか。 など

自由記載欄等より

当日の参加者からの主なご意見をご紹介します

説明内容は
いかがでしたか？

考え方は
変わりましたか？

懇談会全体の内容は
いかがでしたか？


